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高等学校における特別支援が必要な生徒への手立て
学習開発コース (13220910) 西山克子
高校において特別支援教育が必要な生徒の現状と手立て，今後の謀題について考察する。
発達障害等の障害がある高校生の状態像を踏まえ，特別支援教育の観点から，将来を見通
した指導法 ・支援体制を探る。先進校での特別支援教育体制の取り組みと実践を分析し
発達障害の生徒に適した学習法 ・支援法についても試行し検討する。実社会に適応して生
きる力を育み，将来的な自立就労を目指す支援の在り方を模索してして。
[キーワード] 高等学校特別支援教育手立て見通し 自立就労
1 問題の所在と方法
「高等学校段階における特別支援教育の推進j
が，中教審高等学校教育部会において，高校教育
の副題と検討の視長として取り上げられてし、る。
高橋 ・田部(2009)によれば，文科省は 2007年
度 「高等学校における発達障害支援モテツレ事業」
(モデル事業)を開始，発達障害生徒へのソーシャ
ルスキル指導，授業方法 ・教育課程の工夫，就労
支援等の実践的研究が打ち出された。
2007年一部改正「教育基本法第 81条」では，
「高校に特別支援学級を置くことができる」旨が
記され，2009年告示「高等学校学習指導要領総則J
では「障害のある生徒などについては，各教科 ・
*;1目等の選択，その内容の取扱いなどについて必
要な配膚慮、を行うとともに，(中略)関係機関と連携
した支援のための計画を個別に作成することなど
により，個々の生徒の障害の状態等に応じた指導
内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこ
と」と明記された。
しかし高校における特別支援教育は小 ・中学校
に比べ大幅に遅れが見られ， 2010年度の文科省の
調査では，国公私立高校における特別支援教育校
内委員会の設置は80.0犯であり(小・中学校はそれ
ぞれ 99.3弘・95.3首)，また，個別の指導計画作成
は小・中学校はそれぞれ87.3九・76.3切であるのに
対し高等学校では 16.9犯と大幅な遅れが認められ
る。一方で東京 ・神奈川 ・千葉 ・崎玉の高校への
調査で軽度発達障害の生徒が在籍していると回答
した高校は 24.6%で，特別支援教育を必要とする
生徒は年々在籍数が増えていると報告されている
(戸部 ・伊藤，2013)。
山形県特別支援教育推進プラン(1-20.10)によ
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ると，山形県の高校進学率は 99.0% (120. 5)で，
小 ・中学校の通常の学級に約6%在籍する特別な
教育的支援を必要とする生徒の相当数が高等学校
に進学していると思われる。また，発達障害のあ
る児童生徒には，不適応や不登校等，二次的な障
害に陥る可能性も指摘され，学校全体で特別支援
教育を惟進することにより，二次的な障害を未然
に防Ilーする効果も期待される。高校においても，
生徒の教育的ニーズ、に応えていくために特別支援
教育についての教員の理解や校内の支援体制づく
りを進めていく必要があると提言されている。
高校における発達障害のある生徒の状態像と
しては["話がかみ合わず，コミュニケーションが
とれないJ["学習内容を理解する上で特に困難が見
られるJ["友人とトラフルをしばしば起こすJ(津
田 他， 2011)，高校生になってから高機能自閉症の
特性が顕著となり，自閉症の特性や自傷行為等の
行動が顕著に見られる(久郷，2012)等の報告があ
る。また，二次障害として，どの発達障害にも共
通して見られるのは，破壊的行動障害，ストレス
関連性障害，不安障害，気分障害であり，思春期
問題の予防のためには， 学童期までに発達訳題の
適切な体験，等が可能となるような周囲の園町者が
必要(宮本， 2013)とされている。しかし，適切な手
立てを受けずに高校に入学し，問題行動が中途退
学の原因になることもある。一方で伊藤(2013)は，
地域若者サポートステーションで、出会った発達障
害のある若者の共通点は， 小中高校時代に，周囲
の人にとって迷惑な行動や長期の不登校等の目立
った行動を呈しておらず，発達障害の診断や支援
を受けていないというもので，発達障害の特徴や
問題行動が目立たず，個別の支援が遅れると，ひ
きこもりや働いていない状態に陥ることが示唆さ
れる，と報告している。
本稿では，高等学校における発達障害等，障害
がある生徒の現状を踏まえ，特別支援教育の観点
からの手立てを模索していきたい。過去5年間の
学術雑誌 ・学会で発表された先行研究により，①
高校における特別支援教育体制の取り組み，及び，
②発達障害の生徒に適した学習法・支援法につい
て検討する。②については，発達障害の生徒の，
国語指導の実践を通した検討も行う。
2 先行研究の検討
(1)高等学校における特別支援教育の取り組み
東京都においては， 小 ・中学校で不登校を経験
した生徒や高校中退の生徒を支援する学校として
チャレンジスクーノレを設置し，特別支援教育体制
を推進している(安田，2009)。また，都立南大沢学
園高等部では，軽度知的障害生徒の 100%就労を
目指し，生徒の実態に即したカリキュラムが実践
されていた。大F周荷:では2006年から知的障害者の
高等学校受け入れ制度を本格実施し，自立支援推
進校として設置している(加納， 2007)。
こうした先進的な取り組みについて，国立特別
支援教育総合研究所(特総研)では， 2001年以降高
校における学習障害や学習困難を示す生徒への対
応の現状と課題を明らカヰこする研究が継続されて
しも。梅田(2010)によれば I高等学校における発
達障害支援モデ、/レ事業J( Iモデル事業J)指定校
においては，特別支援教育の充実強化として，校
内の特別支援委員会整備，管理職を含む理解向上
のための研修会，生徒 ・保護者向けに理解 ・認識
を進めるための研修会，特別支援教育支援員の配
置，生徒指導 ・教育相談等の既存の校内札織との
連携，定時制・通信制の課程における対応，特別
支援学校のセンター的機能の活用，その他の専門
機関(医療機関，地域の大学，発達障害者支援セン
ター ，ノ、ロー ワー ク等)の活用，が挙げられている。
また， I高等学校における特別支援教育の進め
方~学習指導，生徒指導，進路指導の在り方を中
心に'"J (長崎県教育センター ， 2012，3)において
は， 事例をもととして，実際の場面に即した授業
における手立て等が提案されている。
(2)発達障害の生徒に対する指導
特別支援学級から高校へ入学した発達障害の
生徒に対する支援の在り方としては， 山田(2009)
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がアセスメントバッテリーから認知特性を分析し，
得意な所を生かした支援の実践を行っている。上
西(2011)は基礎学力定着のための取り組みと して3
習熟度別授業や少人数授業形態の実施 1年生の
英語・ 国語・数学の授業における「学び直しJ，全
校で毎朝実施の「教養基礎J(朝の読書)等を報告
している。また小学オ交ではあるが，桂(2012)のユ
ニバーサルデザインを取り入れ国語授業を構造化
することに拠った指導方略は，特別支援教育の観
点からの本質的な国語科指導法の提案といえる。
3 実践と結果
(1)発達障害の生徒に適した学習法・ 支援法
①対象生徒について
対象生徒 :B君 A高校
特徴 :アスペルガー症候群の診断。WISC-il・田
中ピネーによるアセスメントでは， IQは普通。対
人コミュニケーションに困難を抱え，こだわりが
強い。人と自分を比べて考えることが多く，人よ
り遅れる ・自分だけ仲間外れのような気がする場
面には特に強くこだわる。その結果，大声や暴言
へと移行し，周囲の生徒へ与える影響が大きい。
授業での様子 :授業中でも自分の世界にこもって
外界の刺激を遮断してしまいがち。教科書 ・ノー
トを開く ，何ページか・何をするのかを自力でほ
ぼ確認できない。教科書に書き込みをしない。
対応:個別の教育支援言十画に基づき全授業で特別
支援教育支援員がマンツーマンで、つく。支援計画
では「一斉指示がキャッチで、きないので¥全体に
指示が出されたらすぐに支援員が本人に伝え，皆
と同じスタートから作業できる環境を整える。」
とし、う方針が示されている。
②研究授業における支援について
教科:r現代文J 四字熟語 ・故事成語について
内容:四字熟語・故事成語の読みと意味を確認し，
好きなものを選び，座右の銘として色紙に記す。
(アクティブラーニング的な取り組み)
一次支援:目当て， ページ数は始まる前に板書。
便覧を開く際は丁寧に該当箇所を指示し，机間巡
視して指差し砺忍しながら読み合わせ。
B君への二次支援と反応:教科書の該当箇所(皆
は赤ベンで印付け)に付筆を貼るよう指示した
所， 取り組みはするが，付筆のズレが気になって
なかなか貼れない様子。結局皆で読み上げた四字
熟語について全部はチェックできず，自分の好き
な言酢]を読み込む方に夢中になったO イ寸筆を貼る
指示をした際にうっかり教科書をぎゅっと開く
ように押しつけてしまったのだが， クレームを言
うでもなく目てせ宣っている様子。
③本時の考察
今回は聞き取りと個別の支援計画による見取
りから，B君が関心を持ち3 積極的に学習活動で
きるような授業を目指して故事成語等を取り上げ
た。歴史に興味があるので史上の人物を手がかり
にして引き付けられないかと企図したが，まさに
興味関心の中心だったようである。少し興奮気味
だが3 彼なりに語句を理解したよう ~'=J，惑じる。 指
定しでも結局三回とも自分の好きな語句を読んで
しまい，その分は他の生徒達に読んでもらったが，
皆，彼のそうした状態を受容していた。また，座
右の銘を書かないことを予想し，その時は色紙を
持ち帰ってもらおうと思っていたが，活動に乗っ
たのが驚きである。白書した色紙をすんなり持ち
帰ったのも，プリント等の持ち帰りを嫌がる普段
の様子からすると意外な感じがした。興味 ・関心
の見取りから授業を組み立て，反応を引き出すこ
とには成功したと思う。今後もアセスメント等も
含め生徒の理解に努めつつ，その子に適した指尊
法を試行してし、く。
事後研修では I今までの現代丈授業と比較す
ると，教師が話しかけても返ってこない ・グルー
プ学習でも反応は少ない様子だったのが，本時で
は教師の声掛けに返していた。興味があることに
ついて自分から教師に話しかけてくるということ
が今までは無かったのに今日は会話していた。彼
の別な一面を見た気がする。一方通行の授業でな
くて，話しかけたり会話したり考えさせたりしな
がら授業することで，まだまだ彼の可能性が広が
る感じがした。」という ことが話題になった。
B君の場合は支援員が授業時に必ず付き添う
としづ形で，きめ細かく学習 ・生活支援した成果
が今の落ち着いた状態をもたらしている。学年が
上がりクラスが少人数になったことで，先生方の
指示や級友の思いやりがB君に直接伝わり易くな
り，そのおかげて自分が他の人とは違うという客
観的な見方やメタ認知が育ちつつあるのではない
か。彼にとって非常に適切なインクルーシブが実
行されている感じがした。知能的には問題なく入
学学力検査で点数は取れるが，実際、の学校 ・集団
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生活では大きな困難があるとし、う生徒に対しては
少人数指導 ・TT・支援員等，個別支援の手立てが
成長を刺激し有効である。
4 考察
国語を初めとして，座学の一斉授業を成立させ
ることが難しい高校がある。そう した学校の生徒
の中に，著しい学習の遅れや対人関係の大きなつ
まずきに困っている等，要特別支援の生徒が少な
からずおり，実態把握のためには教師の見取りに
))日え，アセスメントが有効な手段となる。入学時，
様々な調査(中学校からの申し送り ・「生徒理解の
ためのアンケート」等)からの情報収集ι入学後，
各教科担当者で気になる点(1生徒の行動等チェツ
クシートJ)を情報集約，個別の指導計画を作成す
ることで、生徒理解も教職員聞の共通理解も図られ，
適切な手立てが可能となる。
学び、におけるつまずきの状態像としては「一斉
授業で学ぶことが難ししリ(ワーキングメモリ)， 
「一方通行で話し，相手に伝わらなしリ(メタ認知1)， 
「話すことは好きだが，文章を書く ことは苦手」
(認知特性)，I何度約束しても提出期日が守れな
し、J(実行機能)，等が挙げられる。高校生がこう
した特性を自分で理解し，自分の学び方の特徴を
知った上で，得，童を生かした方略で学習すること
は，社会で働く将来を鑑みても重要である。教授
者もその子に適した学び方を教え，教え方とのマ
ッチング、を意識してし、かねばならない。
一斉授業の中でいかに個別の支援を図ってい
くかがit親匡である一方，高校においてはできるだ
け一次 ・二次支援の配慮で学習 ・作業が習得・達
成で、きるようにすることが将来を見通した上では
必要とされる。小・ 中学ヰ交で多く実践されている
ユニバーサノレデザ、インの視点を活用する姿勢を取
り入れる。ラーニングピラミッドを意識し I人に
教える ・人の役に立つ」経験を重視，アクティブ
ラーニング等，能動的に「わかって楽ししリ実感
のある授業の構築を図っていくことが肝要である。
5 到達点と課題
高等学校における特別支援の問題点や動向に
関する様々な報告書や実践研究・事一例を検討した。
その結果，高校での特別支援教育が目指すべき方
向性，すなわち，学校での学習や生活につまずき
のある高校生に対して，教師は生徒のどういう姿
を目指して支援の方策を講じるべきかについて示
唆を得ることができた。将来の自立就労である。
笹森によると，文科省「モデ、ル事業」から見えて
くるのは，発達障害の高校生について 「将来の自
立就労を目指す」ということであり，きめ細かで
丁寧な指導 ・支援の延長線上に特別支援教育があ
る。特別ではない特別支援教育を可能とするには
チーム支援が大切であることも位置づけている。
2013年度の LD学会 ・日本特別ニーズ、教育学会
でも，最も重要な課題としては出口問題が取り上
げられていた。玉井は，成人発達障害者の累犯犯
罪問題に言及し，よりよい社会の構築の観点から
も，発達障害児 ・生徒に対する特別支援教育の充
実の必要性を指摘している (2013年度日本特別
ニーズ、教育学会記念講演)。進学にせよ就職にせ
よ，要特別支援の高校生は卒業後もある程度の期
間適切なサポートが無いとうまく自立してその後
の人生を健全に生きていくことが難しい。したが
って自立就労を最終的な目標と し，高等学校での
特別支援の手立てを具体化していく必要がある。
今後は，以下に示した項目についてプランを策
定 ・実践し，検証することが課題である。
(1)実態把握について
生徒のニーズ、に合った支援を行うために実態
把握は重要。生徒が授業において，自己の特性を
理解し3 自分に合った学習法を身につけ，見通し
を持って社会で、生きる力を育むことを重視し，生
徒 ・教師 ・保護者が主観的に理解を深められるア
ンケートや，客観性のあるアセスメントを活用。
(2) *J3織 ・校内支援体制について
山形県では 100首組織されている校内特別支援
委員会が，特別支援コーディネーターを中心に要
支援生徒の情報を一元化し，共通理解のもと個別
の支援計画等，有効な手立てを提案できるように
既存のシステムを実効あるものに再構築。
(3)教育課程 ・指導形態について
各高の実態に即し，学校設定科目で学び直しの
カリキュラムを検討。個別の支援として特別支援
教育支援員の配置，個別 ・少人数指導， TT等。
(4)学習法 ・支援法について
学びをベースとしつつ，生徒が自己肯定感 ・自
己有用感を持って学校生活を送ることができるよ
うな学習法が必要。「わかって楽ししリ授業におけ
る一次 ・二次支援と，特性に応じた個別的な支援
の組み合わせを全校体制での共通理解へと推進。
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